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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式：
　　　　　　　　　　Ａ／Ｘ．Ｙ
に対応する少なくとも２つの異なる繰り返し単位を含むコポリアミドであって、
式中、
　Ａは、少なくとも１つのアミノ酸から得られる単位及び少なくとも１つのラクタムから
得られる単位から選択される脂肪族繰り返し単位であり、繰り返し単位Ａは、９個から１
２個の炭素原子を含むアミノカルボン酸又は９個から１２個の炭素原子を含むラクタムか
ら得られ、並びに
　Ｘ．Ｙは、４個から３６個の炭素原子を含む、少なくとも１つの環式脂肪族ジアミン及
び少なくとも１つのジカルボン酸の重縮合から得られる繰り返し単位を表し、
　前記コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙにおける単位Ａの重量比率が９１％以上であり、
　５６０ｎｍの波長で厚さ２ｍｍのプレートで測定して、７５％以上の光透過率の係数を
有し、
　ＩＳＯ５２７規格に準じて測定して、１０００から１５００ＭＰａの曲げ弾性率を有す
ることを特徴とする、コポリアミド。
【請求項２】
　単位Ｘ．Ｙの環式脂肪族ジアミンが、３，３’－ジメチル－４，４’－ジアミノ－ジシ
クロヘキシルメタン（Ｂ）、ｐ－ビス（アミノシクロヘキシル）メタン（Ｐ）及びイソホ
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ロンジアミン（ＩＰＤ）から選択されることを特徴とする、請求項１に記載のコポリアミ
ド。
【請求項３】
　単位Ｘ．Ｙのジカルボン酸が、脂肪族ジカルボン酸であることを特徴とする、請求項１
又は２に記載のコポリアミド。
【請求項４】
　前記コポリアミドが、式１１／Ｂ．６、１１／Ｐ．６、１１／ＩＰＤ．６、１２／Ｂ．
６、１２／Ｐ．６、１２／ＩＰＤ．６、１１／Ｂ．１０、１１／Ｐ．１０、１１／ＩＰＤ
．１０、１２／Ｂ．１０、１２／Ｐ．１０、１２／ＩＰＤ．１０、１１／Ｂ．１４、１１
／Ｐ．１４、１１／ＩＰＤ．１４、１２／Ｂ．１４、１２／Ｐ．１４又は１２／ＩＰＤ．
１４（ここで、１１は１１－アミノウンデカン酸であり、１２はラウリルラクタムであり
、Ｂは３，３’－ジメチル－４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンであり、Ｐは
ｐ－ビス（アミノシクロヘキシル）メタンであり、ＩＰＤはイソホロンジアミンであり、
６はアジピン酸であり、１０はセバシン酸であり、１４はテトラデカン二酸である）に対
応することを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載のコポリアミド。
【請求項５】
　単位Ｘ．Ｙのジカルボン酸が、芳香族ジカルボン酸であることを特徴とする、請求項１
又は２に記載のコポリアミド。
【請求項６】
　前記コポリアミドが、式１１／Ｂ．Ｔ、１１／Ｂ．Ｉ、１２／Ｂ．Ｔ、１２／Ｂ．Ｉ、
１１／Ｐ．Ｔ、１１／Ｐ．Ｉ、１２／Ｐ．Ｔ、１２／Ｐ．Ｉ、１１／ＩＰＤ．Ｔ、１１／
ＩＰＤ．Ｉ、１２／ＩＰＤ．Ｔ又は１２／ＩＰＤ．Ｉ（ここで、１１は１１－アミノウン
デカン酸であり、１２はラウリルラクタムであり、Ｂは３，３’－ジメチル－４，４’－
ジアミノ－ジシクロヘキシルメタンであり、Ｐはｐ－ビス（アミノシクロヘキシル）メタ
ンであり、ＩＰＤはイソホロンジアミンであり、Ｔはテレフタル酸であり、Ｉはイソフタ
ル酸である）に対応することを特徴とする、請求項１、２及び５のいずれか一項に記載の
コポリアミド。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のコポリアミドを調製するための方法であって、
繰り返し単位Ａ及びＸ．Ｙをもたらすコモノマーの重縮合ステップを含むことを特徴とす
る、方法。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の少なくとも１つのコポリアミドを含む、組成物
。
【請求項９】
　充填材、繊維、染料、安定剤、特にＵＶ安定剤、可塑剤、衝撃改質剤、界面活性剤、顔
料、光学的増白剤、酸化防止剤及び天然ワックス、並びにこれらの混合物から選択される
少なくとも１つの添加剤を含むことを特徴とする、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のコポリアミド又は請求項８若しくは９に記載の
組成物の使用であって、単層構造体、又は多層構造体の少なくとも１つの層を製造するた
めの、使用。
【請求項１１】
　構造体が、繊維、フィルム、シート、チューブ、中空体、成形部品又は射出成形部品の
形態であることを特徴とする、請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のポリアミド又は請求項８又は９に記載の組成物
の使用であって、シューズソール又はシューズソールの構成要素などの、特にスポーツシ
ューズの透明な成形物品を製造するための、使用。
【請求項１３】
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　ソールを含み、前記ソールが全体的に若しくは部分的に請求項１から６のいずれか一項
に記載のコポリアミド又は請求項８若しくは９に記載の組成物から製造される、シューズ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコポリアミド、これを調製するための方法及びその使用、特に、透明性、装飾
のし易さ及び繰返し応力に対する機械的強度を併せ持つ種々の対象物の製造における使用
に関する。これらの対象物のうちスポーツ用品、より具体的にはスポーツシューズなどの
一般消費者向け物品を挙げることができる。
【０００２】
　また、本発明は該コポリアミドを含む組成物、並びにこの組成物の使用、特に上記した
対象物の全体若しくは部品の製造における使用に関する。
【０００３】
　最後に、本発明はこのコポリアミド若しくは組成物を使用するシューズ、特にスポーツ
シューズに関する。
【背景技術】
【０００４】
　特にスポーツ業界におけるシューズ分野においては現在、「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」試験
として知られる疲労試験に満足する、比較的に硬く、かつ透明なソールを製造することが
探求されている。
【０００５】
　本明細書において、用語「ソール」は一般的に受け入れられている認識におけるソール
、並びにシューズ及び衝撃を吸収する系構成要素、特に中間ソール又は外側ソールを意味
する。
【０００６】
　スポーツシューズソールを製造するための種々の熱可塑性ポリマーが現在、市場で入手
可能である。これらのポリマーのうち、ポリアミド、特に非晶質ポリアミドが一般的に用
いられる。
【０００７】
　該ポリアミドは、非常に良好な機械特性を有しており、かつ透明であることからとりわ
け有利である。しかしながら、これらのポリアミドは「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」疲労試験を
満足せず、従って屈曲が繰り返される部品の製造には用いることができない。
【０００８】
　他の透明なポリマー、加えて疲労試験を満足するポリマーが一般的にスポーツシューズ
ソールの製造に使用され、これらは商品名Ｐｅｂａｘ（Ｒ）で知られるポリアミドブロッ
ク及びポリエーテルブロックを含有するコポリマーである。しかしながら、これらのポリ
マーは必要とされる要求に関しては、柔軟性が高すぎる。
【０００９】
　従って、上記した３つの基準、即ち、
－　十分に硬く、かつ１０００から１５００ＭＰａの曲げ弾性率（ＩＳＯ規格に準じて測
定して）を有し、
－　透明である、即ち７５％以上の光透過率の係数（５６０ｎｍの波長で、厚さ２ｍｍの
プレートで測定する）を有し、並びに
－　「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」疲労試験（後段で詳述する）を満足する
ことを同時に満たすことができるポリマーを見つけることが真に必要とされている。
【００１０】
　文書ＵＳ　２００８／０　１１９　６３２は、印刷可能な透明物品を製造するための、
コポリアミドを含む透明な組成物を記載している。これらの物品はより具体的には、スキ
ー上衣の製造を目的とするフィルムの形態にある。この組成物のコポリアミドは：
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－　６５ｍｏｌ％から９９ｍｏｌ％の直鎖脂肪族ジアミン及び直鎖脂肪族ジカルボン酸か
らなる等モル量混合物であり、８個から１２個の平均炭素原子数を有する混合物、
－　１ｍｏｌ％から３５ ｍｏｌ％の環式脂肪族ジアミン及びジカルボン酸の等モル量混
合物
を含む。
【００１１】
　該コポリアミドは、上記した硬さ、透明性及び疲労の３つの基準を満足する。しかしな
がら、成形による該コポリアミドの変形または成形は完全に満足なものではない。特に、
成形物中に気泡の形成が見られるだけではなく、コポリアミドが型の壁に固着するために
、型の引き抜き操作も困難である。従って、成形によってシューズソールを製造するため
に、該コポリアミドを使用することを想定することはできない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００８／０１１９６３２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、本発明の目的は上記の硬さ、透明性及び疲労の３つの基準を同時に満足し、並
びに成形によって、特にシューズソールなどの成形物品を製造するために容易に使用する
ことができるポリマーを提案することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的は、下記一般式：
　　　　　　　　　　Ａ／Ｘ．Ｙ
に対応する、少なくとも２つの異なる繰り返し単位を含むコポリアミドによって達成され
、
式中、
　Ａは、少なくとも１つのアミノ酸から得られる単位及び少なくとも１つのラクタムから
得られる単位から選択される脂肪族繰り返し単位であり、並びに
　Ｘ．Ｙは、４個から３６個の炭素原子、有利には６個から１８個の炭素原子を含む、少
なくとも１つの環式脂肪族ジアミン及び少なくとも１つのジカルボン酸の重縮合から得ら
れる繰り返し単位を表す。
【００１５】
　本発明によれば、該コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙにおける単位Ａの重量比率は９１％以上で
ある。
【００１６】
　具体的には、該コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙ（繰り返し単位Ａ及びＸ．Ｙは上記定義の通り
である）における繰り返し単位Ａの重量含有量が９１％以上では、変形条件に依らず、硬
さ、透明性及び疲労の基準が達成されることが観察されている。特に、成形による実施は
完全に満足できるものであり、成形物の反りは観察されない。一方、この重量含有量が９
１％未満では、このコポリアミドはもはや「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」疲労試験を満足しない
ことが観察されている。
【００１７】
　本発明のその他の特徴、態様、主題及び利点は後段の記載及び実施例を読むことでより
明らかにされる。
【００１８】
　特に、本発明はコポリアミドを調製する方法、その使用並びに該コポリアミドを含む組
成物および該組成物の使用にも関する。
【００１９】
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　本発明はまた、シューズ、具体的にはスポーツシューズに関する。
【００２０】
　前段の記載並びに本明細書の残りの部分において、「．．．から．．．」及び「．．．
から．．．を含む」なる用語は、それぞれ範囲の上下限を含むと理解されるべきであるこ
とを注記する。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明によるコポリアミドは下記一般式：
　　　　　　　　　　Ａ／Ｘ．Ｙ
に対応する、少なくとも２つの異なる繰り返し単位を含み、
式中、
　Ａは、少なくとも１つのアミノ酸から得られる単位及び少なくとも１つのラクタムから
得られる単位から選択される脂肪族繰り返し単位であり、並びに
　Ｘ．Ｙは、４個から３６個の炭素原子、有利には６個から１８個の炭素原子を含む、少
なくとも１つの環式脂肪族ジアミン及び少なくとも１つのジカルボン酸の重縮合から得ら
れる繰り返し単位を表す。
【００２２】
　コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙにおいて、繰り返し単位Ａの重量比率は９１％以上である。従
って、繰り返し単位Ｘ．Ｙの含有量は９％以下である。
【００２３】
　単位Ａの重量比率は有利には９１．５％から９９％、有利には９１．５％から９７％、
より好ましくは９２％から９５％、特に９２％から９４％、有利には９２％から９３．３
％であり、１００％までの残分は、繰り返し単位Ｘ．Ｙの重量比率に対応する。
【００２４】
　繰り返し単位Ａ
　本発明の第１の異なる形態において、繰り返し単位Ａは、９個から１２個の炭素原子を
含むアミノカルボン酸から得られる。従って、９－アミノノナン酸（９と記載する）、１
０－アミノデカン酸（１０と記載する）、１１－アミノウンデカン酸（１１と記載する）
及び１２－アミノドデカン酸（１２と記載する）から選択することができる。
【００２５】
　好ましくは、繰り返し単位Ａは、１１－アミノウンデカン酸（１１）から得られる。
【００２６】
　本発明の第２の異なる形態において、繰り返し単位Ａは、９個から１２個の炭素原子を
含むラクタムから得られる。従って、デカノラクタム（１０と記載する）、ウンデカノラ
クタム（１１と記載する）及びラウロラクタム又はラウリルラクタム（１２と記載する）
から選択される。
【００２７】
　好ましくは、繰り返し単位Ａはラウリルラクタム（１２）から得られる。
【００２８】
　さらに特に好ましくは、繰り返し単位Ａは単一のアミノカルボン酸又は単一のラクタム
から得られる。
【００２９】
　しかしながら、同じ単位Ａを得るために、２つ以上のアミノカルボン酸の混合物、２つ
以上のラクタムの混合物、並びに１つ、２つ若しくは３つ以上のアミノカルボン酸と１つ
、２つ若しくは３つ以上のラクタムの混合物を使用することは完全に想定することができ
る。
【００３０】
　繰り返し単位Ｘ．Ｙ
　繰り返し単位Ｘ．Ｙは少なくとも１つの環式脂肪族ジアミン及び少なくとも１つのジカ
ルボン酸の重縮合から得られる単位である。
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【００３１】
　環式脂肪族ジアミン及びジカルボン酸のモル比率は好ましくは当量である。
【００３２】
　環式脂肪族ジアミン及びジカルボン酸はそれぞれ４個から３６個の炭素原子、有利には
６個から１８個の炭素原子を含む。
【００３３】
　環式脂肪族ジアミンは、ビス（３，５－ジアルキル―４－アミノシクロヘキシル）メタ
ン、ビス（３，５－ジアルキル―４－アミノシクロヘキシル）エタン、ビス（３，５－ジ
アルキル―４－アミノシクロヘキシル）プロパン、ビス（３，５－ジアルキル―４－アミ
ノシクロヘキシル）ブタン、ビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン又は
は３’－ジメチル－４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン（一般的にＢＭＡＣＭ
若しくはＭＡＣＭを指す（以降Ｂと記載する））、ｐ－ビス（アミノシクロヘキシル）メ
タン（一般的にＰＡＣＭを指す（以降Ｐと記載する））、イソプロピリデンジ（シクロヘ
キシルアミン）（一般的にＰＡＣＰを指す）、イソホロンジアミン（以降ＩＰＤと記載す
る）及び２，６－ビス（アミノメチル）ノルボルナン（一般的にＢＡＭＮを指す）から選
択することができる。
【００３４】
　有利には、単位Ｘ．Ｙの環式脂肪族ジアミンは、３，３’－ジメチル－４，４’－ジア
ミノ－ジシクロヘキシルメタン（Ｂ）、ｐ－ビス（アミノシクロヘキシル）メタン（Ｐ）
及びイソホロンジアミン（ＩＰＤ）から選択される。
【００３５】
　本発明の有利な実施形態において、単位Ｘ．Ｙの環式脂肪族ジアミンは、特に３，３’
－ジメチル－４，４’－ジアミノ－ジシクロヘキシルメタン（Ｂ）及びｐ－ビス（アミノ
シクロヘキシル）メタン（Ｐ）から選択される二環式脂肪族ジアミンである。
【００３６】
　ジカルボン酸は、直鎖若しくは分岐鎖脂肪族ジカルボン酸、環式脂肪族ジカルボン酸及
び芳香族ジカルボン酸から選択することができる。
【００３７】
　有利には、ジカルボン酸は、直鎖脂肪族ジカルボン酸、環式脂肪族ジカルボン酸及び芳
香族ジカルボン酸から選択することができる。
【００３８】
　ジカルボン酸が脂肪族でありかつ直鎖である場合、コハク酸（４）、ペンタン二酸（５
）、アジピン酸（６）、ヘプタン二酸（７）、オクタン二酸（８）、アゼライン酸（９）
、セバシン酸（１０）、ウンデカン二酸（１１）、ドデカン二酸（１２）、ブラシル酸（
１３）、テトラデカン二酸（１４）、ヘキサデカン二酸（１６）、オクタデカン二酸（１
８）、オクタデセン二酸（１８）、エイコサン二酸（２０）、ドコサン二酸（２２）及び
３６個の炭素原子を含む脂肪酸二量体から選択することができる。
【００３９】
　上記の脂肪酸二量体は、特に文書ＥＰ　０ ４７１ ５６６に記載されるとおりの、長炭
化水素鎖を含む不飽和一塩基脂肪酸（例えば、リノール酸及びオレイン酸など）のオリゴ
マー化若しくは重合により得られる二量化された脂肪酸である。
【００４０】
　有利な形態において、単位Ｘ．Ｙのジカルボン酸は、アジピン酸（６）、デカン二酸（
１０）、ドデカン二酸（１２）及びテトラデカン二酸（１４）から選択される脂肪族ジカ
ルボン酸である。
【００４１】
　脂肪族ジカルボン酸が用いられる場合、コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙに関するあらゆる可能
な組み合わせのうち、１１／Ｂ．６、１１／Ｐ．６、１１／ＩＰＤ．６、１２／Ｂ．６、
１２／Ｐ．６、１２／ＩＰＤ．６、１１／Ｂ．１０、１１／Ｐ．１０、１１／ＩＰＤ．１
０、１２／Ｂ．１０、１２／Ｐ．１０、１２／ＩＰＤ．１０、１１／Ｂ．１４、１１／Ｐ
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．１４、１１／ＩＰＤ．１４、１２／Ｂ．１４、１２／Ｐ．１４、１２／ＩＰＤ．１４な
どから選択される、式の１つに対応するコポリアミドが、特に選択されることになる。
【００４２】
　ジカルボン酸が環式脂肪族の場合、以下の炭素骨格：ノルボルニルメタン、シクロヘキ
サン、シクロヘキシルメタン、ジシクロヘキシルメタン、ジシクロヘキシルプロパン、ジ
（メチルシクロヘキシル）又はジ（メチルシクロヘキシル）プロパンを含むことができる
。
【００４３】
　ジカルボン酸が芳香族の場合、テレフタル酸（Ｔと記載する）、イソフタル酸（Ｉと記
載する）及びナフテン酸から選択することができる。
【００４４】
　有利な形態において、単位Ｘ．Ｙのジカルボン酸は芳香族ジカルボン酸、好ましくはイ
ソフタル酸（Ｉ）である。
【００４５】
　芳香族ジカルボン酸が用いられる場合、コポリアミドＡ／Ｘ．Ｙに関するすべての可能
な組み合わせのうち、１１／Ｂ．Ｔ、１１／Ｂ．Ｉ、１２／Ｂ．Ｔ、１２／Ｂ．Ｉ、１１
／Ｐ．Ｔ、１１／Ｐ．Ｉ、１２／Ｐ．Ｔ、１２／Ｐ．Ｉ、１１／ＩＰＤ．Ｔ、１１／ＩＰ
Ｄ．Ｉ、１２／ＩＰＤ．Ｔ及び１２／ＩＰＤ．Ｉから選択される式の１つに対応するコポ
リアミド、より具体的には１１／Ｂ．Ｔ、１１／Ｂ．Ｉ、１２／Ｂ．Ｔ、１２／Ｂ．Ｉ、
１１／Ｐ．Ｔ、１１／Ｐ．Ｉ、１２／Ｐ．Ｔ及び１２／Ｐ．Ｉ、有利には１１／Ｂ．Ｔ、
１１／Ｐ．Ｔ、１１／Ｐ．Ｉ、１２／Ｐ．Ｔ及び１２／Ｐ．Ｉから選択される１つの式に
対応するコポリアミドが特に選択されることになる。
【００４６】
　有利には、繰り返し単位Ｘ．Ｙは少なくとも１つの環式脂肪族ジアミン、特に二環式脂
肪族ジアミン、及び単一のジカルボン酸から得られ、このジカルボン酸は好ましくは芳香
族ジカルボン酸である。
【００４７】
　好ましくは、繰り返し単位Ｘ．Ｙは、単一の環式脂肪族ジアミン、特に二環式脂肪族ジ
アミン、及び単一のジカルボン酸から得られ、このジカルボン酸は好ましくは芳香族ジカ
ルボン酸である。
【００４８】
　しかしながら、この同じ繰り返し単位Ｘ．Ｙを得るために、１つ、２つ若しくは３つ以
上の環式脂肪族ジアミンの混合物、特に１つ、２つ若しくは３つ以上の二環式脂肪族ジア
ミンの混合物を１つ、２つ若しくは３つ以上のジカルボン酸と共に使用することは、完全
に想定することができる。
【００４９】
　さらに好ましくは、本発明によるコポリアミドは、２つの繰り返し単位Ａ及びＸ．Ｙ：
　・単一のアミノカルボン酸、又は単一のラクタムのいずれかから得られる繰り返し単位
Ａ、
　・単一の環式脂肪族ジアミン、特に単一の二環式脂肪族ジアミン、及び単一のジカルボ
ン酸の重縮合から得られる繰り返し単位であり、このジカルボン酸は好ましくは芳香族ジ
カルボン酸である、繰り返し単位
のみからなる。
【００５０】
　本発明はまた、上記に定義されたコポリアミドを調製するための方法に関する。この方
法は、繰り返し単位Ａ及びＸ．Ｙをもたらすコモノマーの重縮合の少なくとも１つのステ
ップ、即ち、少なくとも１つのアミノカルボン酸及び／若しくは少なくとも１つのラクタ
ムと、少なくとも１つの環式脂肪族ジアミン、特に二環式脂肪族ジアミン、及び少なくと
も１つのジカルボン酸、特に直鎖脂肪族ジカルボン酸、環式脂肪族ジカルボン酸及び芳香
族ジカルボン酸から選択されるジカルボン酸との重縮合の、少なくとも１つのステップを
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含む。
【００５１】
　また、本発明は先に記載した少なくとも１つのコポリアミドを含む組成物に関する。
【００５２】
　本発明による組成物は、前述のコポリアミドに加え、少なくとも１つの第２のポリマー
を含んでいてもよい。
【００５３】
　有利には、この第２のポリマーは半結晶質性ポリアミド、非晶質性ポリアミド、半結晶
質性コポリアミド、非晶質性コポリアミド、ポリエーテルアミド、ポリエーテルアミド及
びポリエステルアミド、並びにこれらの混合物から選択することができる。
【００５４】
　本発明による組成物はまた、少なくとも１つの添加剤を含むことができる。
【００５５】
　この添加剤は充填材、繊維、染料、安定剤（特にＵＶ安定剤）、可塑剤、衝撃改質剤、
界面活性剤、顔料、光学的増白剤、酸化防止剤及び天然ワックス、並びにこれらの混合物
から選択することができる。
【００５６】
　充填材のうちで、特にタルク、シリカ、カーボンブラック、カーボンナノチューブ、膨
張黒鉛、酸化チタン及びガラスビーズが挙げられる。
【００５７】
　本発明によるコポリアミド又は本発明による組成物は構造体を製造するために使用する
ことができる。
【００５８】
　この構造体は、本発明によるコポリアミドのみから又は組成物のみから形成される場合
には、単層であってもよい。
【００５９】
　この構造体は、少なくとも２つの層を含んでいて、構造体を形成している幾つかの層の
少なくとも１つが本発明によるコポリアミドから又は組成物から形成される場合、多層構
造体であってもよい。
【００６０】
　この構造体は、単層又は多層によらず、特に繊維、フィルム、シート、チューブ、中空
体、成形部品又は射出成形部品の形態であってもよい。
【００６１】
　該構造体は、特にフィルムやシート形態の場合、装飾することができる。これらの構造
体は、部品を製造するために、特にオーバーインジェクションモールド工程の実施を伴っ
て、部品を製造するために使用することができる。
【００６２】
　本発明によるコポリアミド又は本発明による組成物は、透明な成形物品の製造のために
有利に使用することができる。該物品は例えば、シューズソール又はシューズソールの構
成要素、特にスポーツシューズソール又はスポーツシューズソールの構成要素であっても
よい。
【００６３】
　本発明によるコポリアミド又は本発明による組成物はまた、スキー上衣の製造のために
使用することができ；特にコポリアミド又は組成物はフィルム若しくはシートに変形する
ことができ、シートは場合により装飾され、次いでオーバーモールド工程を介して使用さ
れる。
【００６４】
　本発明によるコポリアミド又は本発明による組成物はまた、光起電性パネルの製造のた
めに使用することができる。
【００６５】



(9) JP 6232068 B2 2017.11.15

10

20

30

40

50

　最後に、本発明はソールを含むシューズ、特にスポーツシューズに関する。本発明によ
れば、このソールは全体的に若しくは部分的に本発明によるコポリアミド又は組成物から
なる。
【００６６】
　本明細書の記載において、用語「ソール」は一般的に受け入れられている認識における
ソール、並びにシューズ及び衝撃を吸収する構成要素、特に中間ソール又は外側ソールを
意味することを改めて記載する。
【００６７】
　ここで、本発明を下記実施例において記載する。該実施例は純粋に例示目的のために与
えられるものであり、非限定的なものであることが明らかである。
【実施例】
【００６８】
本発明によるコポリアミドＩ１とＩ２及び比較のコポリアミドＣ１からＣ３の調製
　コポリアミドＩ１、Ｉ２、Ｃ１、Ｃ２及びＣ３の合成のために使用したコモノマーは以
下の通りである：
　－　１１－アミノウンデカン酸（Ａ１１と記載する）
　－　デカンジアミン（ＤＡ１０と記載する）
　－　デカン二酸（ＤＣ１０と記載する）
　－　ビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン（Ｂと記載する）
　－　イソフタル酸（Ｉと記載する）
　－　アジピン酸（ＤＣ６と記載する）。
【００６９】
　これら種々のコポリアミドのモル比率及び重量比率を下記表１に掲げる。
【００７０】
　全ての合成コポリアミドについて置き換えることができる調製方法を、コポリアミドＩ
１について詳細に記載することとする。
【００７１】
　コポリアミドＩ１を、下記の重量の種々の化合物から調製した：
　－　３０．５４ｋｇの１１－アミノウンデカン酸（２５ｍｏｌ）
　－　１．４５ｋｇのビス（３－メチル－４－アミノシクロヘキシル）メタン（１ｍｏｌ
）
　－　１．０１ｋｇのイソフタル酸（１ｍｏｌ）
　－　２１４．５ｇのステアリン酸
　－　６．６ｇの次亜リン酸（Ｈ３ＰＯ２）（水中で５０％）
　－　４ｋｇの水。
【００７２】
　上記のコモノマーを９２リットルのオートクレーブ反応器に入れ、閉じた後、窒素下で
不活性にして、３０バールの圧力下、２４０℃で、撹拌（４０ｒｐｍ）しながら加熱する
。次いで、圧力を大気圧に下げ、２７０℃の温度とする。次いで、窒素を吹きつけ反応器
を脱気して１．１０から１．６０ｄｌ／ｇの固有粘度を与える対（ｃｏｕｐｌｅ）を得る
（固有粘度は、２５℃でメタ－クレゾールに溶解した０．５ｇのコポリアミドを使用して
測定される）。
【００７３】
　次いで得られるコポリアミドをロッドの形態に押出し、室温の水槽で冷却した後、顆粒
化する。
【００７４】
　次いで得られた顆粒を減圧下に８０℃で１２時間乾燥させて０．１％未満の湿気含有量
を達成する。
【００７５】
　実施した試験
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　透明性の測定：コポリアミドＩ１、Ｉ２及びＣ１からＣ３から、２ｍｍ厚のプレートを
作製した。ＩＳＯ　１３４６８規格に従って、コポリアミドから調製した２ｍｍのプレー
トについて、波長５６０ｎｍで透過する、あるいは反射する光のパーセンテージを測定し
た。７０％以上光の透過で、コポリアミドは透明であると考えられる。
【００７６】
　曲げ弾性率：ＩＳＯ　５２７規格に準拠して曲げ弾性率の値を決定するために、コポリ
アミドＩ１、Ｉ２及びＣ１からＣ３から、引張試験片を調製した。所望される曲げ弾性率
は１０００から１５００ＭＰａの間である。
【００７７】
　「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」疲労試験；この試験は規格ＡＳＴＭ　Ｄ１０５２に準拠して実
施される。コポリアミドＩ１、Ｉ２及びＣ１からＣ３から、２ｍｍ厚の部品を調製した。
これらの部品に直径２．５ｍｍの孔を穿孔し、次いで温度２３℃及び相対湿度５０％にお
いて１５日間保管した。この「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」疲労試験により、－１０℃の温度に
おいて、孔の位置で６０度に折り曲げた時に部品が破壊するまでの、回数が決定される。
繰り返し回数が５００００回以上である場合、かかる部品はこの試験の条件を満足するも
のと考える。
【００７８】
　成形による変形の評価：コポリアミドＩ１、Ｉ２及びＣ１からＣ３を、２５０から２７
０℃の間の温度で、４０℃の型に注入し、型内に２５秒間保持した。２０秒間冷却した後
、部品を型から引き抜いた。引き抜きステップの間、成形部品の外観について行われた観
察結果を、下記表１に掲げる。
【００７９】
【表１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【００８０】
　本発明によるコポリアミドＩ１及びＩ２は、透明性、硬さ及び「Ｒｏｓｓ　Ｆｌｅｘ」
試験の基準を満足することが観察される。さらに、成形材料中に気泡の形成が観察され、
コポリアミドが型の壁に固着することによって、型の引き抜きステップが難しい比較例Ｃ
３とは対照的に、成形による変形は完全に満足できるものである。コポリアミドＣ２及び
Ｃ３については、その成形品の結晶化が遅いことが観察され、このことはサイクル時間を
長くする可能性がある。さらに、成形部品上にフローの痕跡が観察される。
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